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⑥ 著 書
1 )  小泉栄太郎著， 難波恒雄解題 r黒焼の研究」
谷 口 書庖， 1987. 
2) 一色直太郎著， 難波恒雄解題 r和漢薬 の 良否
鑑別法及調製方」 谷 口 書庖， 1987. 
⑥ 原 著
1 )  Na帥a T.， Komatsu K. ，  and Mikage M. : Pharma­
cognostical Studies on the Chinese Crude Drug 
“Fu pen zi" (5 )  Botanical Origin of “Fu pen zi" from 
China Mainland. Shoyakugaku Zasshi 41 ( 1 )  : 1 9-29， 
1987. 
2) Mikage M.， Paul P. - H. B. ，  Sam-M. F. and Namba 
T. : Phar口macognosti比ca叫1 Studies on the Chinese 
Crude D伽ru昭g "Ce ba出i y円e" (側柏葉) ( 11 )  On the Bota­
nical Origin of 
Shoyakugaku Zasshi 41 (3)  : 161ト一 168， 1987. 
3) Lin C. - C.， Chen J. - Y. and Namba T. : Develop­
ment of Natural Crude Drug Resources .from 
Taiwan ( V )  Phar口ma凶ac∞ognostica叫1 Studies on Chinese 
Crude D伽ru昭1ほg"Peh-hu凹1児e仔.刊wa-chi-chha加u" ( 白花蛇舌草)
( 1 ). Shoyakugaku Zasshi 41 (3)  : 180-188， 1987. 
4) 難波恒雄， 高野昭人， 小松かつ子， 御影雅幸 :
「蒲公英」 の生薬学的研究 (第 1 報) ， 台湾産 「蒲
公英」 の基源 ( 1 ) . 生薬 41 (4) : 289-300， 1 987 . 
5) 難波恒雄， 高野昭人， 御影雅幸 r蒲公英」 の
生薬学的研究 (第 2 報) ， 台湾 産 「蒲公英」 の 基
源 ( 11 ) . 生薬 41 (4 )  : 301-307， 1987. 
6) 難波恒雄， 高野昭人， 御影雅幸 r蒲公英」 の
生 薬 学 的 研究 (第 3 報) ， Taraxacum 属 植物 の 地
下部の一般的形態 と 四 国産 「蒲公英」 の原植物 に
つ い て . 生薬 41 (4 )  : 3 18-325， 1987. 
7) Takano A. ，  Mikage M. and Namba T. : Pharma­
cognostical Studies on the Chinese Crude Drug “PU 
gong ying (蒲公英) " は ) On the Botanical Origin of 
"Hoköei" from Nagano (長 野) and Gunma (群 馬)
Prefectures. Shoyakugaku Zasshi 41  ( 4 )  : 326-332， 
1987. 
8) 浜 田 善利 ， 難波恒雄 : 腕の本草学的研究， 貝 類
和 漢 薬 の 生薬学的研究 (第 17報) . 薬 史 22( 1 )  : 
49-57， 1987. 
9) 御影雅幸， 小松かっ子 ， 難波恒雄 : 生薬 の 品 質
評価 に 関 す る 基礎研究 (第 9 報) ， 軟 X 線 に よ る
生薬分析 そ の 1 ， セ イ ロ ン 桂皮の X 線顕微像 に
よ る 品 質評価. 薬誌 1 07(3 )  : 192-198， 1 987. 
10) 御影雅幸， 午 山 つ や 子， 難波恒雄 : 生薬 の 品
質 評価 に 関 す る 基礎研究 (第 10報) ， 電子顕微鏡
に よ る 生薬分析 そ の 2 ， 黄連及ぴ黄柏組織 中 の
ア ル カ ロ イ ド の 分布. 薬 誌 1 07(9) : 690-693， 
1987. 
1 1 )  難波恒雄， 菊 池 徹， 御影雅幸， 門 田 重利，
小松かつ 子， 清水率夫， 富森 毅 : ス リ ラ ン カ に
お け る 天然薬物資源 の研究 (第 1 報) ， セ イ ロ ン
桂皮の各等級 に お け る 内部形態的特徴お よ び精油
成分の差異. 生薬 41 ( 1 )  : 35-42， 1987. 
12)  Mikage M.， Takano A. ，  Jin H. ，  Tomimori T. and 
?、�amba T. : Studies on the Nepalese Crude Drugs 
(唖 ) On the Variation in the Morphological 
Appearances and the Alkaloid Contents of the 
Herbal Stem of Ephedra gerardωta W ALL. Accord­
ing to the Differences of Habitats. Shoyakugaku 
Zasshi 41 (3)  : 209-214， 1 987. 
13) Chen C.- P.， Lin C.- C. and Namba T. : Develop­
ment of Natural Crude Drug Resources from 
Taiwan ( 刊 ) In vitro Studies of the Inhibitory 
Effect on 12 Microorganisms. Shoyakugaku Zasshi 
41 (3)  : 215-225， 1987. 
14) Hattori M. ，  Miyachi K. ， Hada S.， Kakiuchi N. ，  
Kiuchi F. ，  Tsuda Y. and Namba T. : Effects of Long­
Chain Fatty Acids and Fatty Alcohols on the 
Growth of Streptococcus mutans. Chem. Pharm. 
Bull. 35 (8) : 3507-3510， 1987. 
15)  Akao T.， Mibu K. ，  Erabi T.， Hattori M. ，  Namba 
T. and Kobashi K. : Non-enzymatic Reduction of 
Sennidins and Sennosides by Reduced Flavin. 
Chem. Pharm. Bull . 35(5 ) : 1998-2∞3， 1987. 
16)  Shu Y.- Z . ，  Hattori M. ，  Akao T.， Kobashi K. ， 
Kagei K . ，  Fukuyama K. ，  Tsukihara T. and Namba 
T. : Metabolism of Paeoniflorin and Related Com­
pouds by Human Intestinal Bacteria. 11 . Struc­
tures of 7S- and 7R- Paeonimetabol ines 1 and 11 
formed by Bacteroides frlαgilis and Lactobαcillus bre­
vis. Chem. Pharm. Bull. 35 (9) : 3726-3733， 1987 
17) Akao T.， Akao T.， Hattori M.， Namba T. and 
Kobashi K. : Enzymes involved in the formation of 
3ß ， 7 ß -dihydroxy- 12-oxo-5ß-cholanic acid from 
dehydrocholic acid by Ruminococcus sp. Obtained 
from human intestine. Biochim. Biophys. Acta. 
qtu Ti ti 
921 : 275-280， 1 987. 
18) Shu Y.- Z.， Hattori M.， Akao T.， Kobashi K. and 
Namba T. : Metabo1ism of paeoniflorin and re1ated 
compounds by human intestina1 bacteria 圃 . Meta­
bolic abi1ity of intestina1 bacteria1 strains and fec­
a1 flora from different individua1s. 1. Med. Pharm. 
Soc. Wakan・Yaku 4 (2) : 82-87， 1987. 
19) Kakiuchi N.， Hattori M.， Ishii H. and Namba T. 
Effect of Benzo [c] phenanthridine A1ka1oids on Re­
verse Transcriptase and Their Binding Property 
to Nucleic Acids. P1anta Medica 1 987 ( 1 ) :  22-28， 
1987. 
20) Kakiuchi N.， Wang X.， Hattori M.， Okuda T. and 
Namba T. : Circu1ar Dichroism Studies on the Ella­
gitannins-Nucleic Acids Interaction. Chem. Pharm. 
Bu11. 35 (7) : 2875-2879， 1987. 
21 ) 馬 永華， 葉 加南， 服部征雄， 金子周 司 ，
野村靖幸， 若木邦彦， 倉茂洋一， 難波恒雄 : 杜仲
葉 の 研 究 ( n ) ， 杜 仲 葉 水 エ キ ス 長 期 投与 に よ る
ラ ッ ト への影響 に つ い て . 和漢医薬学会誌 4 ( 1 ) 
: 26-34. 1987. 
22) 馬 永華， 葉 加南， 服部征雄， 金子周 司 ，
野村靖幸， 倉茂洋一， 若木邦彦， 堀越 勇 ， 難波
恒雄 : 牌虚症病態モ デル動物 の研究 ( 1 ) ー セ ン ナ
長期投与 ラ ッ ト の病態学的変化 和漢医薬学会
長ち 4 (2)  : 138- 148， 1987. 
23) 馬 永華 ， 葉 加南， 服部征雄， 金子周 司 ，
野村靖幸， 倉茂洋一， 若木邦彦， 川 真 田 聖一， 堀
越 勇 ， 難波恒雄 : 牌虚症病態モ デル動物 の研究
( n )  ， セ ン ナ連続投与 に よ る ラ ッ ト の組織化学的
な ら び に 電子顕微鏡 に よ る 所見. 和漢医薬学会誌
4 (3)  : 1 55-163， 1987. 
24) 馬 永華， 葉 加南， 服部征雄， 金子周 司 ，
野村靖幸， 倉茂洋一， 若木邦彦， 難波恒雄 : 杜仲
葉の研究(町)， セ ン ナ 長期投与 に よ る 虚弱 ラ ッ ト へ
の杜仲葉水エ キ ス の影響 に つ い て . 和漢医薬学会
誌 4 (3) : 180- 191 ， 1987. 
25) Hattori M.， Hada S.， Shu Y.- Z. ，  Kakiuchi N. and 
Namba T. : New Acyclic Bis-pheny1propanoids 
from the Ari1 of Myristicα fragrans. Chem. Pharm. 
Bu11. 35 (2) : 668-674， 1987 : 
26) Hattori  M . ，  Hada S . ，  Kawata Y. ，  Tezuka Y . ，  
K i k u c h i  T .  and  N am b a  T . : New 2 ， 5 - B i s - a r y 1 -
3，4-dimethy1tetrahydrofuran Lignans from the Ari1 
of 崎町tica fragrans. Chem. Pharm. Bu11 .  35 (8) : 
3315-3322， 1987. 
⑮ 学会報告
1 ) 王 強， 徐 国鈎， 箭 躍 中 ， 車 慶 明 ， 服部
征雄， 難 波恒雄 : p，αris 属 植物 を 基源 と す る 生薬
の 品 質評価 - HPLC に よ る サ ポ ニ ン 類 の定量 に つ
い て 日 本薬学会107年会， 1987， 4 ， 京都.
2) 託 躍 中 ， 服部征雄， 難波恒雄， 小橋恭一， 富
森 毅 : 腸内細菌 に よ る 和 漢薬成分の代謝 (第13
報) フ ラ ボ ン C- グ リ コ シ ド の代 謝 に つ い て . 日
本薬学会107年会， 1987， 4 ， 京都.
3) ハ ダ ・ ス ミ ト ラ ， 服部征雄， 手塚康弘， 菊地 徹，
難波恒雄 : メ ー ス の 成 分研究 n . Tetrahydrofur­
an 型 リ グナ ン の単離 と 構造 . 日 本薬学会107年会，
1987， 4 ， 京都.
4) 楊 秀偉， ハ ダ ・ ス ミ ト ラ ， 箭 躍 中 ， 垣 内信
子， 服部征雄， 難波恒雄 : 新 し い cyclic お よ ぴ
acyc 1ic-bis-pheny 1 propanoid に つ い て . 日 本 薬 学
会107年会， 1 987， 4 ， 京都.
5) 赤尾泰子， 赤尾光昭， 小橋恭一， 服部征雄， 難
波恒雄 : ヒ ト 腸内 菌 Clostridium innoccum の 3 α ー
ヒ ド ロ キ シ グ リ チ ル レ チ ン 酸デ ヒ ド ロ ゲナ ー ゼ.
日 本薬学会107年会， 1 987， 4 ， 京都.
6) 高橋京子， 東 純一， 淡 田 修久， 津村昭彦， i賓 口 智
幸， 田 中 裕 也， 朴 勝彦， 岸本 進， 難波恒雄 : 動物
生 薬 “牛 黄" (Bezoar Bovis) の培養心筋細 胞 に 対 す
る 効果. 日 本薬学会107年会， 1987， 4 ， 京都.
7) 難波恒雄， 御影雅幸， 察 少青 : Adiantum 属
植物の生薬学的研究 (第 1 報) . 日 本薬学会107年
会， 1 987， 4 ， 京都.
8) 難波恒雄， 御影雅幸， 郭 貴斌 : 台湾産「薦蓄」 の生
薬学的研究. 日 本薬学会107年会， 1987， 4 ， 京都.
9) 楼 之写， 王 様 ， 難波恒雄， 御影雅幸 : 大黄
の生薬学的研究 (第 1 報) . 日 本薬学会107年会，
1987， 4 ， 東京.
10)  Hattori M. ，  Namba T . ，  Akao T .  and Kobashi K .  
Metabo1ism of Sennoside by Human Intestina1 Bac­
teria. 1st Internationa1 Symposium on Senna， 1987， 
5 ， Rottach -Egern. 
11) 山 本克弥， 山 下 巌， 霜 田光義， 広 川 慎一郎， 川 西
孝和， 鈴木康将， 笠木徳三， 真保 俊， 田 沢賢次， 藤
巻雅夫， 難波恒雄， 服部征雄 : 痔痩 に お け る ク シ ャ
ラ ・ ス ー ト ラ (Ayurvedic treatment) の 臨 床成績.
第30回消化器外科学会， 1987， 7 ， 東京.
12) 難波恒雄， 服部征雄 : LC/MS に よ る 生薬成分
の分析 . 第14回 BMS 談話会， 1987， 7 ， 神戸.
13) 金 子 周 司 ， 王 本祥， 越 学慧， 斉 尚 斌，
渡辺裕司 ， 服部征雄， 難波恒雄， 野村靖幸 : 老化
促進マ ウ ス への鹿茸水エ キ ス 投与 に よ る 老化改善
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作用 の生化学的 お よ び薬理学的研究. 第 4 回和漢
医薬学会学術総会， 1987， 8 ， 富 山 .
14) 超 学慧， 王 本祥， 斉 尚 斌， 楊 秀偉，
金子周 司 ， 渡辺裕司， 服部征雄， 難波恒雄， 野村
靖幸 : 老化促進マ ウ ス への鹿茸エ タ ノ ー ル エ キ ス
投与 に よ る タ ン パ ク 合成系刺激作用 . 第 4 回和漢
医薬学会学術総会， 1 987， 8 ， 富 山 .
15) 黄 聖倫， 森田 修， 垣内信子， 服部征雄， 難波恒
雄 : 培養心筋細胞 に 対す る 和 漢薬 の作用 ( 皿 ) ， 各
種和漢薬の 自 動拍動 に 及 ぼす影響 に つ い て . 第 4
田和漢医薬学会学術総会， 1987， 8 ， 富 山 .
16) 赤尾光昭， 松 田 洋子， 小橋恭一， 箭 躍 中 ，
服部征雄， 難波恒雄 : 有薬成分ベ オ ニ フ ロ リ ン の
ヒ ト 腸 内 菌 Lactobacillus brevis に よ る 代謝 と そ の
関連酵素. 第 4 回和漢医薬学会学術総会， 1987， 
8 ， 富 山 .
17) 葉 加南， 馬 永華， 服部征雄， 難波恒雄，
金子周 司 ， 北村佳久， 野村靖幸， 小泉 保， 片 山
和憲， 慮 偉， 若木邦彦， 倉茂洋一 : 杜仲葉水エ
キ ス の薬理学 的研究. 第 1 回 日 中東洋医学会議，
1987， 9 ， 東京.
18) 許 躍 中 ， 服部征雄， 赤尾光昭， 小橋恭一，
難波恒雄 : 腸内細菌 に よ る 生薬成分の代謝 と 薬効
発現. 第 1 回 日 中東洋医学会議， 1987， 9 ， 東京.
19) 難波恒雄 : 本草 の 中 の化学. 日 本化学史学会，
1987， 10， 富 山 .
20) 難波恒雄 : 和 漢薬 と そ の 資源. 第38 回塑性加
工連合講演会， 1987， 10， 富 山 .
21 ) 黄 聖 倫， 楊 秀偉， 垣 内 信子， 服部征雄，
難波恒雄， 高橋京子 : 培養心筋細胞 に 対す る 和漢
薬の作用 (W) . - ア ド リ ア マ イ シ ン の心毒性 に対
す る 和 漢薬の作用 に つ い て 一 . 日 本生薬学会第34
回年会， 1987， 10， 大阪.
22) 車 慶 明 ， 服部征雄， 難波恒雄， 野村靖幸 :
杜仲葉の成分研究 ( l ) . 日 本生薬学会第34回年会，
1987， 10， 大阪.
23)  箭 躍 中 ， 服部征雄， 難波恒雄， 小橋恭一，
富森 毅 : 腸 内細菌 に よ る 和 漢薬成分の代謝 (第
14報) . - C- グ リ コ シ ド の 代謝 開 裂 に つ い て 一 .
日 本生薬学会第34回年会， 1987， 10， 大阪.
24)  川 田 幸雄， 垣 内 信子， 服部征雄， 難波恒雄 :
LC-MS に よ る 生 薬 成 分 分 析 n ， サ ボ ニ ン 類 の
LC-MS に つ い て . 日 本生薬学会第34回年 会， 1987，
10， 大阪.
25) 難波恒雄， 御影雅幸， 小松かつ 子， 高野昭人，
富森 毅， 木 内 文之， 渡辺高志， S. B. Malla : ヒ
マ ラ ヤ地方 の薬物調査 第 1 報， Amchi の使用 す
る 薬用 植物 に つ い て ， そ の 1 . 日 本生薬学会第34
回年会， 1987， 10， 大阪.
26) 御影雅幸， 小谷晃 司 ， 難波恒雄 : Clematis 属
植物 と そ の 関 連 生 薬 の研究 (第 6 報) ， 地上 部 に
由 来 す る 「威霊仙」 に つ い て . 日 本生薬学会第34
回年会， 1987， 10， 大阪.
27)  難波恒雄， 御影雅幸， 山 路誠 一 : チ ベ ッ ト 薬
物 の 生薬 学 的研究 (第 5 報) ， Ja-God Poe お よ び
Ja-Kang Me-Tog に つ い て . 日 本生 薬 学 会 第 34 回
年会， 1987， 10， 大阪.
28) 山 本克弥， 田 沢賢次， 山 下 巌， 藤川 卓爾， 霜 田 光
義， 広 川 慎一郎， 川 西孝和， 鈴木康将， 笠 木徳三， 真
保 俊， 藤巻雅夫， 服部征雄， 難波恒雄， Upali Pilapi­
tiya : ク シ ャ ラ ・ ス ー ト ラ に よ る 痔痩の 治療 そ の
臨床成績 と 成分分析の試み. ア ー ユ ル ヴ ェ ー ダ研
究会第 9 回研究総会， 1987， 10， 岡 山 .
29) 難波恒雄 : 生薬 の 品 質 と 資 源 開発. 第 2 田 和
漢薬 (中薬) の 医学薬学的研究 に 関 す る シ ン ポ ジ
ウ ム ， 1 987， 1 1 ， 北京.
30) 鶴居拘輔， 沢 和 子 : 和 漢薬 に よ る 抗 ア レ ル
ギー 製剤 開 発 の 基礎研究 (第 2 報) . 富 山 県家庭
薬開発研究会 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1987， 1 1 ， 富 山 .
31 )  許 躍 中 ， 服部征雄， 赤尾光昭， 小橋恭一，
難波恒雄 : lndividual difference in metabolism of  
paeoniflorin by intestinal flora. 日 米 合 同 薬 学 大
会， 1987， 12， ホ ノ ル ル.
32) 垣内信子， 黄 聖倫， 服部征雄， 難波恒雄 : Cytoto­
xicity of anthracene dione antitumor drugs on cultured 
heart cells caused by single-strand DNA breaks. 日 米合
同薬学大会， 1987， 12， ホ ノ ル ル.
33)  鏡森定信， 難波恒雄， 服部征雄 : 抗 ア レ ル ギー
作用 を 有す る 和漢薬資源の 開発 に 関 す る 研究. 和
漢薬 ・ バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー 研究発表会， 1987， 1 2， 
富 山 .
⑨ そ の 他
1 )  御 影 雅 幸 : ヒ マ ラ ヤ ト レ ッ キ ン グ 5 . 和 漢薬
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